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視点

壁 を乗 り越 えなが ら

隈 部 日 出 夫

Up Against a Wall, and Break 

it Through Again 

by Hideo Kumabe

は じめ ての海 外

私が初 めて海外の地を踏 んだのは1967年 の5月 で し

た.IIWの 略称で親 しまれている国際溶接会議 には多 く

の人が参加 された経験をお持 ちと思 いますが,私 が参加

したのは東独(当 時)中 央溶接研究所(ZIS)な らびに工

業省主催 の共産圏主体の国際溶接会議で した.こ の会議

は世界大戦前の欧州治金会議の伝統 を継 ぐ由緒ある会議

と聞いてお ります.当 時我が国は東独 と国交関係 にな く

ZISの 招待 状 を持ってモス クワの大使 館 で ビザ を もら

い,そ こか らベル リンに入 りしましたが今 と比べ ると大

変な不便 さでした.

会議 には千人位の参加者が あ り,私 は日本からの特別

参加 と云 うことで若輩 なが らVIP待 遇 を受け,会 議 ・そ

の後のパーティを通 じて外国人のなかで もみ くちゃにな

りました.今 で もその時の感激が瑞々 し く甦 って まい り

ます.

その折 に欧州の幾つかの国で橋梁工場や溶接研究所 を

歴訪 しましたが,最 も感銘 を受けたの はソ連(当 時)の

バ トン溶接研究所での見聞で した.キ エフ市内を流 れる

ドニエ プル川にかかった鋼重量約1万 トンのバ トン橋が

現地継手を含 めて全 て機械溶接 で施行 されていたし,タ

ンク建設,パ イプラインの布設 にも目をみ はるものがあ

りました.9千 米 クラスの石油 タンクの側板 を工場 で百

畳敷の大 きさに板継 し,こ れを巻取 ってサイ トに運び,

現地で展開して タンクを建設す る工法 薄板帯状のシー

トを2枚 重ね てその両長 辺 を電縫溶接 し,そ れを消防

ホーズのように巻取 って現地 に運び,そ こで伸展 し,両

端か ら内圧 を加 えて拡管布設 するパ イプライ ン工法 な

ど,私 の常識を超越 した ものがそこには存在 していまし

た.

ローマで考 えた こ と

海外初体験 は異文化 に接 し意表 をつかれ ることが多 く

感銘深 い ものですが,休 日にローマ を訪れた時 のことを

書 いてみたい と思います.

時 は6月.ジュー ンブライ ドと云 う言葉があ りますよ

うに自然が最 も生々 とした季節.輝 く太陽の もと家の窓

辺 に街路 に虹 の色以上に豊富な色彩 で草花が咲 き乱れ,

大 き く弧 を画 いて流れ るテヴエン川 は水 を満々 とた た

え,街 角 のいたるところに噴水 と泉があ りました.

「太 陽 と光彩」「緑 と豊穣」「流れ と清冽」これ等をロー

マは優れ て満 してお り,大 昔 この地に都が拓かれたの は

もっ ともな こ とだ と俄歴史家気取 りで思った もので し

た,一 国の都の位置 は今申 したキイワー ドで単純 に決 ま

るもので はあ りませ んが,現 地での私の気持 ちは我が意

を得た りとす こぶる満足のい くものでした.

明日香での途惑い

それか ら数年経 って大和 の明 日香 を訪ねたことがあ り

ます.「大和 は国の まほろば」 と云 う言葉 はあ りますが,

太陽 は輝 くほどの ものではない,木 々の緑 は国内他の地

に較 べて格別優れているとは思 えない,飛 鳥川はチョロ

チ ョロ流れ に過 ぎない,幾 つかの古刹 を巡 って もローマ

で感 じたような躍動感 は味わえず何かスッキ リしない思

いが残って しまい ました.そ してその まま時 は過 ぎて

いったのですが,あ る日読書 中に 「飛鳥川は昔 は水豊で

あった」 と云 う意味の文章 が目の中に飛び込 んで来まし

た.「明 日香 には豊かな水 もないのに何故だ」と云 う意識

が潜 在 していたか らで しょうか.「そうだったのか,や っ

ぱり」 と例 のキイワー ドが甦 り,間 違っていなかったの

だ と云 う思 い と,同 時に目の前のチ ョロチョロ流れの飛

鳥川 を見 て,そ の認識 をその まま古代にまで延長 して思

考 して しまった 「視点」の間違い にも気がつ きました.

ハ ッ としました.「 目の前の ことに捉 われて思考 して し

まった」「他の ことで も無意識 のうちに目の前 のことに捉

われ て思考 していたの だろう」「しがちなんだ」 と思い,

以来何か を考える場合の視点 のチェ ックポイン ト・戒 と

して います.

その後御存知古代史 ブームが訪れて歴史書 まがいの も

のが街に氾濫 し明 日香 については自分な りの考えをまと

める に至 ってお ります.

この ことに関連 して もう少 し話 をさせ て もらいます

と,NKK勤 務 の野村 さん御夫妻 と私達 とで初夏のひ と

とき長谷寺,宝 生寺,談 山神社 などを歴訪 したことがあ

ります.そ の時「明 日香の地に都が拓かれたのは何故か」
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についてお互に自説 を持ち出して うんち くをかたむけた

ことが あ りました.そ してそのことは旅のひ とこまとし

て忘れ かけていた頃野村 さんから韓国慶州の地よ り一葉

の絵 はがきが届 き 「明 日香京について貴説 に納得する と

ころあ り.… 」と記 されてい ました.1990年 の秋私 も慶

州に旅 し仏国寺か ら石窟庵に通 じる丘 の小道を歩 きなが

ら時々立止 まっては まわ りの風景 ・遠景 を心 にとどめ,

再び明 日香 の甘橿丘 に立 って静な長い時間 を過 ごし2千

年の歴史 の息吹を心 ゆ くまで味わい ました.

井の中の蛙大海を知らず

「流れを堰止めれば水嵩が増す」誰 もが知っている平

凡な知識 であります.し か しこの事実を知 らなかった古

代我国では,平 野 は水 の流れがままな らない農耕不適地

と考 えられてい ました.関 東平野 の開発が遅れたの もそ

のため と云 われてい ます.灌 漑技術 は半 島からの渡来人

によりもた らされた ものですが,当 時の 日本人 にとって

は想像を絶 する知識 ・技術 であったと思 はれます.

現象は知 見の壁の向う側 にある間 はその正体 を知る こ

とがで きませ んが,神 秘 のベールをはが してみると 「平

凡 な事実」 である場合が しばしばです.

私達 は未知 の壁 に囲れた極 く狭 い既知 の世界 に住んで

いると考えるこ とがで きます.そ して未知 の壁 を一つひ

とつ乗 り越 えて既知 の分野 を拡げなが ら成長 しているの

で はないで しょうか.

「井の中の蛙大海 を知 らず」 と云 う格言があ ります.

「世間知 らず」「見解・視野 の狭い こと」のた とえ として

使われてい る言葉で あります.私 はこの言葉に永年 とり

つかれてい ろいろ考 えて来 ましたが,今 は先 に述べ た未

知 ・既知の世界観か ら 「人 間は所詮井の中の蛙,大 海を

知 る ことはで きない」と考え,「自分の住む井戸 を少 しで

も広 くす ることだ」と咀 しゃ くしています.最 近 にな っ

て この格言が中国 の古典 「荘子」の中の 「井蛭 は以 って

大海 を語 るべか らず云々」か ら来ていること知 りました.

このように原典の方は 「語 ることがで きない」 となって

い るようなので,私 の解釈 は案外的を射てい るか も知れ

ません。

溶接技術者として

鋼を溶接す ると継手境界部に隣接 して熱影響部 が生成

します.鋼 の同素変 態によるもの と学生時代金相学で承

知 してい ましたが,会 社に入って職人名人の手 になった

継手 断面小片のマクロエ フチの美 しさに魅せ られて しま

い ました.磨 き抜かれ て手 の切れ そうなエ ッジ,2片 を抱

会 せ るとくっついてしまいそうな平面度,そ の銀色の面

に鮮 やか に浮び出た金相.こ の時ハ ッキ リと熱影響部 の

存在 を実感 しました.そ れから調質鋼 を含めた各種規格

の鋼 材,溶 接条件の組合せで微妙 に変化 する金相 に夢中

になっているうちに,「溶接性 」と云 う言葉が理解で きる

ようにな り,溶 接施工法の開発,新 しい溶接法 の選別 ・

採用 に自信 がもて るようになってい ました.ど こかで壁

を越 えたのではないか と思って います.

溶 接に伴 うひずみ も,偏 微分方程式を連ねた熱応力 的

考察や,ひ ずみ量推定 の各種実験式を横 に置いて,単 純

に 「溶接部 は縮む」のだと喝破 した時に構造物 の組立が

見 えるようにな りました.

一つひ とつ壁 を乗 り越 えなが ら自分 の技術を磨 いてい

ましたが,破 壊力学で云 うK値(応 力拡大係数 近似的

に σ√ πc)と この値 を駆 使 して書 かれ た論文 も壁の向

こう側にあるものでした.導 か れる過程 での数式 の難解

さに打ちのめされ,元 単位の物理的意味 が感覚的につか

めない まま何度 も門前払 を食わされてい ましたが,多 く

の文献 と苦 斗しているうちに,K値 は引張強 さなどと同

じ くひとつの材料定数 であり,破 壊 は加 わる力 としての

K値 と,そ の環境(温 度)に おける材料の もつK値 との

相対で決 まり,加 わる力が材料値 を上廻 った時に破壊が

起 こる,こ れは引張強 さにおける荷重 と材料強度 との関

係 と全 く同 じ,と 割 り切 った時にスー ッと前進 したよう

な気が します.そ の目で論文を読 み返 してみるともはや

既知 の世界.良 く理解できるし,反 面多 くの論文で大 し

たこ とは書いてない と思 うようにな りました.

もちろん溶接技術の分野で越 えられなかった壁 は無数

にあ ります.例 えばNKKの 渡辺 さん等が開発 した9%

Ni鋼 の共金溶接の実機適用 もそのひ とつであ ります.

紙 数が足 りないので詳述で きませんが今で も残念 に

思 っています.

む す び

とりとめもないことを書 いて来 ましたが,文 中「視点」

と云 う文字 を使ったし,何 とか溶 接の話 にもた どりつ く

こ とが できましたので この辺で終 わ りにしたい と思 いま

す.
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